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概概概概        要要要要    

照明に用いる白色LEDを送信機，イメージセンサからなるCMOSカメラを受

信機（図1）として，可視光を用いた双方向通信（図2）やセンシング情報を

伝送するLED可視光通信技術を開発している。FPGAや32-bit CPUを用いて

送受信機を全てディジタル信号処理により高精度で構成することができる。 
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（（（（優位性優位性優位性優位性））））    

電波に比べて可視光通信は目で直接見ることができると共に，指向性が鋭く通

信範囲を限定できるため，安全・安心である。更にイメージセンサを用いるこ

とで受信光をディジタル画像化でき，送受信機の位置合わせが簡単な点も優れ

ている。複数の送受信機を用いた双方向マルチアクセス通信も容易である。 
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有用性有用性有用性有用性    

電波を用いていないため免許や混信，情報漏えいの心配がなく，安価・小型で

手軽に複数の機器を設置できるため，病院や工場でも安心して利用ができる。 
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図 1 試作した送受信機の外観 図 2 双方向通信実験（距離: 3 m） 
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可視光を用いた近距離の通信機器，複数のセンサー類のモニター機器，病院や

工場内での双方向通信機器 
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